
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武儀小学校では、夏休みを利用して「親子読書ビンゴ！」が行われました。“学校の図書館開放”

や“タブレットを使った親子読書の動画撮影”、“読み聞かせについての家庭教育動画視聴”等を

ビンゴに取り入れるなど、工夫が満載の取組です。ぜひ参考になさってください。 
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読書の秋！本に親しもう 

【活動の願い】 

 

【取組方法】 

 

武儀小学校では、ビブリオトークを行ったり外部の図書館司書によるブックトークを行ったり

するなど、日頃から読書指導に力を入れており、長期休業中には毎年、本に関わる在宅での取組

を行っている。 

今回、夏休みを利用し、様々なアイディアを生かした読書ビンゴを通じて親子で読書に親しむ

ことで、本に対する子どもたちの興味を高めるとともに、読書の幅を広げたいと考えた。 

 秋は読書の季節、10月 27日～11月 9日は「読書週間」です。 
今回は、親子で本に親しむために行われた「在宅取組型」と「講演会型」の取組を紹介します。 

                       

 

【在宅取組型】 

 

工夫が満載！ 

読書ビンゴ 

〇家族で楽しく読書に取り組めるように、様々な工夫をこらしたビンゴカードを作成。 

〇作成した「BOOKで BINGO、家族で BINGO」のカードを使って夏休みに家族で読書に取り組

み、カードのマスに読んだ本のタイトルを記入したり、家族で図書館に出かけたり、読み聞かせ

の動画を観たりして、ビンゴカードのマスを埋める。 

＜こんな工夫が・・・＞ 

＊家族で図書館を利用できるよう、夏休みには学校の図書館を親子に開放 

＊読書に関する動画（岐阜県の家庭教育動画）をおうちの人と見たり、「本の一番伝えたい 

場面」を家族で声を出して読みその場面について話す様子を１分程度の動画に撮って提出 

したりするなど、児童が学校で使っているタブレットを活用 

〇全部マスがうまったら、特製カードがもらえる。 
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◇ビンゴカード 

＜表＞ ＜裏＞ 
裏面には家庭教育動画の

説明が記載されています。 

具体的な補足説明がなされる

など、家庭で取り組みやすい

配慮がされています。 

【参加者の感想から】 

 ◇家庭教育委員会からのお便り 
お母さんのおすすめの本をかりていっしょに

読んで楽しかったよ。（２年児童） 

読書で知らなかったことを知れてよかったし、

母が小さい頃によく読んでいた本も知ること

ができました。（６年児童） 

全部できてうれしかったけど、よく見ると物語

や小説が多いので、図鑑など違う本も見てみよ

うと思いました。（５年児童） 

日々の小さなことの積み重ねが大切だと実感

しました。子どもが読んでいる本にも興味をも

って、見守りたいです。（保護者） 

「これ面白かったよ」と話をしながら借りるの

も楽しかったし、感想を言いながら一緒に読む

こともできてとてもよかったです。（保護者） 

 

【取材を終えて・・・】 

 
取組後、集まってきた家庭での動画は心温ま

るものばかりだったそうです。ICT をうまく活

用しながら様々な工夫をこらして取り組まれた

「読書ビンゴ」、願いにあふれた取組でした。 

9 月から家庭教育委員による読み聞かせもス

タートしたそうです。これからがますます楽し

みですね。 



 

  

白鳥小学校は「地域とともにある学校づくり」を目指し、郡上市図書館と連携を図りながら図書
館教育に力を入れておられます。 
９月２２日には郡上市図書館の野々村初美さんを講師に招き、１年生の親子を対象とした家庭

教育学級を実施されました。前半は親子一緒に体験するブックトークが、後半は保護者対象に「家
読（うちどく）のススメ」と題したお話がありました。 
その様子を紹介します。 

 

 

 

 

◇前半：親子を対象としたブックトーク 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家読（うちどく）のススメ 
                       

 

【体験活動参加型＆講演会型】 

【活動の願い】 

 

【当日の様子】 

 

１年生が対象ということで、「がっこうだいすき」をテーマに、「らんらんランドセル」 

「こぎつねいちねんせい」など５冊の本を紹介されました。 

「どうぶつしんちょうそくてい」では、保護者

役員の方が一緒になって大型絵本をめくり、

読み聞かせが行われました。子どもたちは大

喜びです！ 

 あらすじが紹介されたり所々でクイズが出

されたりと、大人も子どもも思わず本の世界

に引き込まれます。 

保護者を対象に、家読とは何か、具体的にどう進めたらよいのかについて講話がありました。 

【家読（うちどく）とは】 

「家読」は「家族読書」の略語で「家族ふれあい読書」を意味し、「家族みんなで読書をする
ことで家族のコミュニケーションを深める」ことを目的にした読書運動です。家族みんなで一
冊の本を読んで、読んだ後に感想を言い合い、子どもと親が話し合うきっかけをつくる、とい
うのが家読の基本スタイルです。 

（「家読推進プロジェクト」より） 

・昨年度も同様の家庭教育学級を実施し、大変よかった。今年度も小学校のスタートである１年

生というこの時期に、郡上市でも推奨されている読書や「家読（うちどく）」について保護者

みんなで学びたいと考えた。 

◇後半：保護者を対象とした講話 
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【家読の進め方】 

＊わが家のスタイルを決めましょう。 

  ・家族で同じ本を読む、それぞれの本を読む、大人が子どもに読んであげる、子どもが 

大人に読んであげる、など。 

＊何を読んだらいいの？ 

・絵本は家読にはとてもよい。（小さな子どもからおじいちゃん、おばあちゃんまで読める。） 

  ・「昔からある本」と「はやりの本」をバランスよく取り入れよう。 

  ・物語や絵本だけでなく、ハウツー本も読んでみよう。（料理の本、折り紙の本、昔遊び 

   の本など） 

＊どうやって読むの？ 

  ・お風呂から上がって寝るまでの時間、など、時間を決めて行うとよい。 

  ・無理なくやるのが長続きのコツ。毎日できなくてもOK。週１回から、１０分、１５分 

からスタート。 

  ・家族が協力し合い、テレビを消して行うとよい。 

＊その他 

  ・家族で図書館や本屋さんに行くようにすると、本が生活の中に自然に入り込む。 

・本を読むことでコミュニケーションを取ることが大事。文字を覚えるなどの見返りを 

求めないこと。   

・コロナ禍にあって、子ども達もストレスを抱え、我慢をしながら生

活している。そんな中、家庭で本を読む時間を大切にしてほしい。 

・今の社会はメディアがあふれており、刺激的で瞬時に面白い情報が

手に入る一方で、家族の会話が減り、子どもの心が不安定になるな

ど、新たな社会問題となっている。 

・現代はデジタルの世界だが、アナログの世界でも子どもたちは十分

楽しめる。家読に親しみ、家族のコミュニケーションを深めてほし

い。 

 

【参加者の感想から】 

 

・家庭での読書が最近いかに出来ていなかったかと反省でした。つい楽な方をとってしまい、TV 

 やスマホの力を借りてしまっていたので、我が家も週 1回でもNOテレビ、NOゲームデーを 

 やってみたいと思います。面白い本をたくさん紹介していただき、とても為になりました。 

ありがとうございました。 

・野々村さんの読み聞かせをしている時の子どもたちの反応が良いなと思いました。家でも子ども 

たちに読んであげたいと思います。家庭教育学級が終わって下校し、すぐ「図書館に行きたい」 

と子どもに言われたので、早速本を借りてきました。ありがとうございました。 

・読み聞かせをして頂いて、子どもたちがすごく楽しそうで、本当に絵本一冊でもこんなに楽しめ 

るんだなと感じました。いつもは家でゲームをする事も多いので、もう少し本を読んであげたり 

子どもにも読んでもらったりしたいと思います。少し大きくなってきて、昔を比べると本に接す 

る機会が家では減ってきているので、“家読”を積極的にやっていきたいなと思いました。 

 

【取材を終えて・・・】 

 
落ち着いた雰囲気の中で参加者が聞きやすいように、と、多目的室を会場として行われた家庭

教育学級でした。会は終始温かい雰囲気の中で進められ、会場には小さいお子さんを連れて参加

してくださった方も見られました。ブックトークを通して実際に親子で読み聞かせや本の紹介

を体験することで、ますます家読の世界が広がったのではないでしょうか。 


